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Ⅳ 案床畑オイト谷遺跡

― 那賀郡金城町今福―

1案 床 畑 遺 跡

案床畑遺跡は東西に伸びる標高約 250η の丘陵上に立地する。丘陵の地形から低墳丘の古墳、ま

たは土壊墓の存在が予想されたため調査を実施するに至った。

調査は丘陵頂部を中心に行なった。まず丘陵尾根筋に土層観察用の畦を設定し、それに直交する

畦を適宜設け、土層を観察しながら発掘を行なった。丘陵頂部ではあまり上層の堆積がなく、地表

下約 30伽 で地山に達 した。表土を除去した後、平坦面を中心に精査を行ない、遺構の検出に務め

た。

その結果、丘陵中央で約 40× 30伽 にわたって焼土を検出したにとどまり、顕者な遺構は検出で

きなかった。さらに本丘陵の最も高い位置にある、墳丘状の高まりに「十」字形にトレンチを設定

し遺構の確認を行なった。ここでも土層の堆積状況は同じで、顕者な遺構は検出できなかった。

本遺跡は当初「案床畑古墳群」と呼んでいたが、調査の結果典型的な古墳と認められなかったた

め本書では名称を「案床畑遺跡」と改めた。

第 1図 案床畑遺跡の位置と周辺の地形 (1:2000)
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2オ イ ト谷 遺 跡

オイト谷遺跡は東向きの急斜面に立地し、標高は約 240ηである。そ
の立地から遺構、遺物の存

在が予想されたため調査を実施した。

調査はまず等高線に直交するようにトレンチを設定し、土層を観察 し
ながら遺構の確認に務めた。

ここでは、地表下約 20 cllで 炭化物を多く合んだ黄色土が検出され、
この層の上面から掘り込まれ

た土墳 1が検出された。この土壊は平面形が不整だ円形、断面形が
レンズ状を呈すもので、その規

模は約 1.5× la、 深さ約 0.3η を測る。土壊内には炭火物を多く含む暗茶褐色
土が堆積していた。

この土壊が掘り込まれている黄色土中には、炭化物が多く含まれて
いることから地山とは考えら

れなかった。そのためさらに掘り下げて地山確認に務めた。黄色土は約
20伽堆積しており、それを

除去すると大小の石を含んだ赤色上が検出された。この層が地山と思わ
れた。しかしながらこの面

では明瞭な遺構は検出できず、黄色土に含まれた炭化物の性格を把握する
には至らなかった。

拷代＼

第 2図 オイト谷遺跡の位置と周辺の地形 (1:2000)

ヽ
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図版 1

案床畑・オイ ト谷遺跡周辺の地形

案床畑遺跡近景



図版 2

オイ ト谷遺跡近景

オイ ト谷遺跡調査風景



V 中 川 原 遺 跡

― 浜田市宇津丼町一

1調 査 の 経 過

中川原遺跡は南東直下に下府川を見下ろす、標高約 190ηの急峻な丘陵上に立地する。丘陵の形

状から古墳または土壊墓の存在が予想されたため発掘調査を行なった。

調査は昭和 58年 9月 から開始し同年 12月 までの約 3ケ 月間を要した。調査はまず丘陵尾根筋に

沿って土層観察用の畦と、それに直交する畦を適宜設けて行なった。表土を除去し精査を行なった

ところ、調査区の南東部で焼土塊、炭化物が集中して出土し何らかの遺構が存在することが予想さ

れた。調査の結果、丘陵頂部および斜面に土壊 16、 溝状遺構 1が検出されたが、古墳、土壊墓を

検出するWこ至らなかった。

これらの上壊はSK01以 外は平面形が不整円形で、底面が凹凸の著しいものが多く、埋葬など

を行なった痕跡は認められなかった。 SK01は 平面形長方形を呈し、壁も急角度に掘り込まれた

第 1図 遺跡の位置と周辺の地形 (1:2000)
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第 2図 中川原遺跡土壊実測図 (1:40)
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比較的しっかりした土壊である。その他の上壊はSK04、 17、 18の ように底面近くに焼土が

レンズ状に堆積しているものが多く、土墳内で火を焚いたものと思われる。土層の堆積状況からみ

て、これらは自然堆積によって埋没したものと思われた。なお、上記以外の土壊は非常に浅いもの

が多く、その平面形や規模など不明なものがほとんどである。また、 SK06、 07な どのように

深さはかなりあるものの平面形や底面がいびつなものがあり、倒木痕の可能性のあるものもある。

中川原遺跡は、当初古墳を予想して調査を行なったが、調査の結果典型的な古墳とは認められな

かった。そのため本書では遺跡名を「中川原遺跡」と改めることにした。

2検 出 遺 構

SK01(第 2図) 調査区中央の丘陵北斜面に位置する不整長方形の上娯である。その規模は

上縁で約 1.5× 0,95η、底面で約 1.1× 045～ 0.6η 、深さ約 1.3れである。地山の上質が軟弱

であるため、上半は崩れて不整形であるが、下半は比較的整った長方形を呈し、原形をとどめてい

ると思われる。底面は中央がやや凹んでいるもののはば水平で、壁面は約 80度の傾斜に掘り込まれ

ている。土層は、炭化物を多く含む暗褐色土と、黄色上が交互に堆積しており、人為的に埋められ

た可能性もある。また、第 10～ 12層は底面と水平に堆積しているが、第 1～ 9層は傾斜して堆積

している。これは第 10層 の上に置かれたものが腐朽し、それを覆っていた土が陥ち込み、その後

さらに第 1層が堆積したと想像できる。

遺物が出土していないため、 SK01の 時期は不明である。

SK04(第 2図) 丘陵頂部の、中央やや東よりに位置し、 SK20、 21、 24と 重複して

いるが、相互の前後関係は不明である。平面形は不整だ円形で、その規模は約 3.1× 1.8η、深さ

は最も深いところで約 lηである。底面は信鉢形で凹凸が著しい。土層は自然堆積の状況を呈して

おり、第 6、 7層の上に厚さ約 5 caの焼土層がレンズ状にみられる。土層からみるとこの土壊は第

6、 7層が堆積した (ま たは埋めた)後に火が焚かれ、その後廃棄され第 1～ 4層が堆積したと想

像できる。

遺物が出土していないため、SK04の 時期は不明である。

SK17(第 2図) 丘陵頂部の最も高いところに位置する。平面形は不整だ円形で、その規模

は約 2.2× 1.3η、深さは最も深いところで約 08ηである。底面は橘鉢形で凹凸が著 しい。土層

はSK04と ほば同様な堆積状況で、第 14～ 18層の上に約 5伽の焼ELEが レンズ状に堆積している。

遺物が出土していないため、SK17の 時期は不明である。

3小 結

中川原遺跡では土壊 19、 溝状遺構 1が検出された。いずれも遺物が出土していないため時期を

決定することはできなかった。
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SK04、 17は ともに底面近くに焼土層がみられる土壊であった。本稿では紹介しなかったが

このほかにも底面に焼土層がみられる土壊 14が検出された。これらは土壊内で火が焚かれたこと

を示しており、換言すれば火を焚くために穿たれた土壊であると考えられる。しかしながら、この

ような土壌は県内では類例がなく、その性格はまったく禾明といわざるをえない。
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図版 1

中川原遺跡周辺の地形

中川原遺跡近景 (北から)



図版 2
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中川原遺跡西部全景

中川原遺跡 SK01



図版 3

中川原遺跡 SK04

中川原遺跡 SK04土 層



Ⅵ  浜 伊 場 遺 跡

― 浜田市長沢町一

調査の経過と遺跡の概要 第 3ト レンチでは地表下約 40c12で 地山と思われる黄茶色土層が検出

された。この層は南東から北西に向って傾斜しており、旧地形は現在はど平坦ではないようである。

地山の確認のためにさらに掘り下げたところ、地表下約 90例で人頭大の礫を多く含んだ層が検出さ

れたが、黄茶色土、礫層中からは遺物が出上しなかったことから黄茶色土以下の層は地山であるこ

とを確認した。なお、この トレンチでは溝状の窪みがみられたが、遺構ではないように思われた。

他の トレンチも 第 3ト レンチと同様の堆積をしており、各 トレンチとも地表下約 10伽～ 1 60olnで

地山に達した。

調査の結果、本遺跡では住居跡などの遺構は検出できず、表土内から約 9点の遺物が出土したに

とどまった。

出土遺物 (第 2図) 本遺跡からは計 9個の遺物が出土した。そのうちわけは石鏃 1、 土師器 1、

土師質土器 2、 須恵器 1、 陶磁器 4である。

石鏃 (第 2図 1)は凹基式のもので黒曜石製である。脚部の一方が欠損する。長さ 1.15働、厚さ

第 1図 遺跡の位置と周辺の地形
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第 2図 浜伊場遺跡出土遺物実測図

0.25師 を測る。上師器 (同図 2)は「 く」の字状に開く土師器の回縁部と思われる。調整は内

面がヨコナデ調整が施され、指頭圧痕が残る。外面は摩滅が著しく調整不明である。胎土はやや粗

く、焼成は良好で、内面は淡茶色、外面は責褐色を呈す。上師質土器 (同図 4)は口縁部の破片で

ある。器壁の厚さは一定しない。外面はヘラ削り、内面はヨコナデ調整が施される。胎土は緻密で

焼成は良好、黄赤色を呈す。復元口径 8例 を測る。同図 3は口縁部である力判 片ヽのため器種は不明で

ある。黄灰色を呈す。陶磁器 (同図 5)は碗類の破片と思われる磁器で、外面は呉須で蛸唐草文が

描かれており、内面は無地である。やや厚手である。同図 6は皿か碗の回縁部で 2条の曲線によっ

て文様が描かれている。
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図版 1

浜伊場遺跡周辺の地形

浜伊場遺跡近景 (発掘前)
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